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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ ひばりが丘団地「⽔辺のビオトープ」Part2

ひばりが丘団地「⽔辺のビオトープ」Ｐａｒｔ２

例年に⽐べ⽇照時間が短く、稲の⽣⻑が

⼼配されていましたが、花が咲き稲穂が⽬⽴

ち始めてきました。

池では今年３度⽬のカルガモが誕⽣しまし

た！

⼦育てに励む親⿃の姿はなんとも微笑まし

く、外敵から我が⼦を守るため⼀時も気を抜

かず⾒守る姿には胸を打たれます。

≪そら≫

せっかく実った⼤事な⼤事な稲です。

「盗み⾷い」されないように⻘いネット

が張られました。

⽔辺を彩っているのは「ミソハギ」で

す。旧暦のお盆の頃に花を咲かせ別

名「盆花」ともよばれます。

こちらは「ガマ」花⾔葉は従順・あわて

もの・・・

このケヤキの⽊は市の⿃「オナガ」がお

気に⼊り（？）のようで何処からか

多数集まってきます。蝉の鳴き声と競

うかのように独特の鳴き声が聞こえて

きました。

８⽉２⽇頃に６⽻のカルガモ

が⽣まれました。

今年３度⽬の⾚ちゃん誕⽣！

⺟さんの後について歩道を渡ります。

⾒ているほうもハラハラ、ドキドキで

す。

なんと鮮やかな⾚でしょう！

⼣焼けこやけではなく朝⽇を浴びてる

「⾚とんぼ」です。

横に伸びた葉に⽌まっているのは「シ

オカラとんぼ」でしょうか？画像を拡⼤

してご覧下さい、⾒えますか？

⽊々の間から射す光がキラキラと輝い

ています。

秋に⾊ずくこの柿は⼩⿃たちへの贈り

物？

「ひばりが丘団地緑のワーク」の皆さん

が育てている花々が道⾏く⼈々の⼼

を癒してくれます。

キバナコスモスに同化しているのはツマ

グロヒョウモンのようです。数種類の蝶

が舞っていました。

ラッキーなことに、この場所で今朝

（８⽉７⽇）初めてカワセミに会い

ました！撮影はできませんでしたがな

んだか得した気分です。
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